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⻄の湖いいとこ⾏っとこあみんちゅ⼤作戦



コンセプト
近江八幡市の廻遊路計画において現在注視されているのは

ラ・コリーナという滋賀県随一の観光地と安土という歴史ある街
を西の湖を通じてつなぎたいという考えだと理解している。ただ
し、その中で西の湖の営みや西の湖の様々な問題を無視して
進めることはできない。西の湖の新たな利用価値を考え、西の
湖全体で多義的な利用を推し進めることで多様な人種、行動
が生まれる。それらの過程を経て地域に根差した廻遊路計画
を提案する。
多義的利用を促進するために私たちは西の湖の営みを分析

し、あみんちゅシステムを作ることによってその営みの拡散を
目指す。
あみんちゅとは、本来の意味であれば滋賀県現地の人であ

るが、ここでは西の湖をよく知っている人、西の湖の支援をして
くれる人等を指すこととする。ではあみんちゅになるという事の
何が良いのだろうか。私たちは8つのプロジェクトを通して民間
や企業、市町といった人の繋がりを生み出し、それらの人々が
あみんちゅというスポンサーになって、プロジェクトに協力しても
らうという循環を創りたいと考えた。廻遊路計画が持続可能な
ものとなるためにはそれぞれのプロジェクトを市町が協力して
発信し、西の湖に来てくれる人や興味を持つ人と西の湖で活動
する人をつなげ、知識を得た人々は西の湖あみんちゅとなって
その活動に金銭的、非金銭的援助を行うことが必要である。こ
れらのあみんちゅたちはやがて発信の核となり、市町の支援か
ら民間の支援となる。昔は自主的に守られてきた様々な営み、
それらは市町が復活させようと市民に強制しても長くは続かな
いだろう。そこで私たちは今は市町や県の協力が必要だが、い
ずれ民間の人の想いが増幅することで営みを守っていけるシ
ステムを提案することにした。プロジェクトの発信により人の繋
がりが増え、西の湖あみんちゅが増えることによって廻遊路計
画は住民主体のものへとより早く切り替わるだろう。

基本情報

あみんちゅシステム
個⼈、企業、⾏政間の⾦銭的・⾮⾦銭的援助の循環図

ダイアグラム

⻄の湖

⻄の湖

近江⼋幡

近江⼋幡

安⼟

安⼟

8つのプロジェクト あみんちゅシステム

⻄の湖の多義的利⽤と⼈が集まる

⾃主的で持続的な利⽤

コミュニティ
⼈⼝

交通

地形

⻄の湖での具体的活動とあみんちゅの関わり

コンセプトダイアグラム

https://www.mlit.go.jp/

⼈⼝、交通のマップはarc GIS PROの画像を利⽤



ダイアグラム

⻄の湖

⻄の湖

近江⼋幡

近江⼋幡

安⼟

安⼟

8つのプロジェクト あみんちゅシステム

⻄の湖の多義的利⽤と⼈が集まる

⾃主的で持続的な利⽤

コンセプトダイアグラム



あみんちゅシステム
個⼈、企業、⾏政間の⾦銭的・⾮⾦銭的援助の循環図



８つの営み再⽣プロジェクト

野⿃
⻄の湖⾃然ふれあい島
〜野⿃を通じて増える⾃然に親しむ仲間たち〜

ヨシ
⻄の湖のヨシを再⽣！
〜ヨシの活動を全国へ〜

サイクリング
⻄の湖ロードでまちと過ごそう

真珠
琵琶パールを⾝近な所にも、
特別な瞬間にも

⽔遊び
湖上⽣活で昔の記憶を辿る農業

農でつながる、ひろがる

畜産
のんびり⻄の湖⽜歩
〜未来社会の新たな畜産〜

廃棄物
⻄の湖美化計画
きれいな⽔質に

⻄の湖の営み ⻄の湖の課題

特殊産業の衰退を再⽣へ 現存する⾃然を活かして残す 発展した産業をより進化







⼭内祥平



地理院地図Vector（国⼟地理院）：https://maps.gsi.go.jp/vector/を加⼯して作成







https://www.city.omihachiman.lg.jp/（⻄の湖周辺の活動団体について）を参考



https://expydoc.com/doc/を引⽤

https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kankyo/kankyou/kosyo/tec/pdf/5.pdfを引⽤

地理院地図Vector（国⼟地理院）：https://maps.gsi.go.jp/vector/
を加⼯して作成 

https://www.city.omihachiman.lg.jp/（⻄の湖周辺の活動団体について）を参考











①ヨシベニヤ

②ヨシパネル

③ヨシ葺き屋根

⽡屋禅寺本堂を参考
約150㎡あたりにヨシを約7300束使⽤されている

ヨシデザインコード

彦根⻨酒荒神⼭醸造所の外壁に使⽤されているパネル
厚みがあり、ヨシの素材感が強く出る
主に外壁等に使⽤する
1㎡あたり約9千束のヨシを使⽤

ベニヤ板にヨシを貼ったもの
薄いパネルであり、主に内壁や天井、床等に使⽤する
1㎡あたり約3千束のヨシを使⽤

参照：https://blog.goo.ne.jp/mas-an/e/7921c64d3b6260eb14d6334d774a88cc

参照：https://oniwatalk.oomiteien.com/oniwanohana/彦根⻨酒荒神⼭醸造所へ

参照：http://www.kawarayaji.com/facilities7.html

①ヨシベニヤ

②ヨシパネル

































⻄の湖ロードでまちと過ごそう

村居真緒



安⼟・近江⼋幡のレンタルサ
イクルの場所（
・駅リンくん近江⼋幡
・あきんどの⾥
・安⼟レンタサイクル ふか
お
・安⼟レンタサイクル たか
しま
・たかしま⾃転⾞預かり所

レンタサイクル・リンク集｜近江⼋幡⾃転⾞プロジェクト (siga.jp)
http://siga.jp/cycle/link/
安⼟ レンタサイクル - 検索 (bing.com)
https://www.bing.com/maps?q=%e5%ae%89%e5%9c%9f+%e3%83%ac%e3%83%b3
%e3%82%bf%e3%82%b5%e3%82%a4%e3%82%af%e3%83%ab&qs=SC&pq=%e5%ae
%89%e5%9c%9f+%e3%82%8c%e3%82%93%ef%bd%94&sc=4-
6&cvid=5E7B2BD753FF4F71BDF2431FF2985FCC&FORM=QBRE&sp=1

データ

現在⻄の湖の
⼀部はビワイ
チ・プラス
コースになっ
ている。
この中からさ
らに⻄の湖へ
の認知を⾼め
るための⻄の
湖の新しいサ
イクリング
ロードと周辺
の施設の充実
が必要

「ビワイチ（県内サイクリング）」についてのア
ンケート結果
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5270399.
pdf

+cycle プラスサイクル 滋賀 - ⼭も歴史
も！ ⼤きく楽しむ南湖 …
https://pluscycle.shiga.jp/wp-
content/uploads/2021/01/biwaichiplus.p
df

『おうみはちまん⾃転⾞
PROJECT ⾃転⾞で⾛
りたくなるまちづくり
おすすめ⾃転⾞ルート
びわ湖よし笛ロード』

http://siga.jp/cycle/roo
t/yoshibue.php



⻄の湖ロードの作成

地理院地図Vector（国土地理院）
https://maps.gsi.go.jp/vector/

を加⼯して作成



平⾯図 ⽴⾯図

。

サイクリングを楽しむ最中に休憩
飲⾷物を購⼊
→サイクリングを楽しむ⼈同⼠の交流の
場を提供

⻄の湖の景観に馴染むようにヨシ葺き屋
根、ヨシパネルと使って作られている。

⻄の湖ロードでサイクリングをする⼈な
ら誰でも利⽤が可能で、借りて別の場所
のサイクルパークへ返却も出来る。
⾃由なタイミングでサイクリングをス
タート・フィニッシュする事ができる。

駅前はヨシ管理のスペースがなくなり、⾃転⾞レンタルのエリアを広げる

⾃転⾞利⽤者
交通の場

〜サイクルパーク〜

屋根：ヨシ葺き屋根
使⽤ヨシ１２１７

０束
外壁：ヨシパネル

使⽤ヨシ２２５０
００束
内壁：⽊（杉） ⾜場材



⻄の湖ロードの完成
↓

サイクリングする⼈
の増加
⻄の湖を訪れる⼈の
増加

↓
⻄の湖が滋賀にとっ
て新しいお出かけス
ポットに！
ビワイチ・プラス
コースに登録されサ
イクリング通にも周
知されるように

現在 信⻑の夢と
⽔辺の景観を味
わうコース

⻄の湖
内包

信⻑の夢と
⽔辺の景観
を味わう
コース

⻄の湖
ロード 今までのコース

と
安⼟・近江⼋幡
とつながる⻄の
湖メインのコー
スができる。

将来



①安⼟・近江⼋幡のレンタルサイクルの場
所（
・駅リンくん近江⼋幡
・あきんどの⾥
・安⼟レンタサイクル ふかお
・安⼟レンタサイクル たかしま
・たかしま⾃転⾞預かり所

レンタサイクル・リンク集｜近江⼋幡⾃転
⾞プロジェクト (siga.jp)
http://siga.jp/cycle/link/
安⼟ レンタサイクル - 検索 (bing.com)
https://www.bing.com/maps?q=%e5%ae
%89%e5%9c%9f+%e3%83%ac%e3%83%b
3%e3%82%bf%e3%82%b5%e3%82%a4%e3
%82%af%e3%83%ab&qs=SC&pq=%e5%a
e%89%e5%9c%9f+%e3%82%8c%e3%82%9
3%ef%bd%94&sc=4-
6&cvid=5E7B2BD753FF4F71BDF2431FF2
985FCC&FORM=QBRE&sp=1

データ

現在⻄の湖の
⼀部はビワイ
チ・プラス
コースになっ
ている。
この中からさ
らに⻄の湖へ
の認知を⾼め
るための⻄の
湖の新しいサ
イクリング
ロードと周辺
の施設の充実
が必要

⻄の湖付近にはよし笛ロードというサイクリング
ロードがある。
しかし様⼦を⾒ると⻄の湖付近のよし笛ロードを
通ってサイクリングをしている⼈はほとんどいな
い。それもそのはず施設や⾃動販売機、休めるとこ
ろなどがない。サイクリングするには少々不便な場
所である。 だがサイクリングは脱酸素社会、健康⾯
からのスポーツとしての推奨により今後も発展して
いくものだと考えられる。そしてこの地域は魅⼒の
ある地である。そして⻄の湖にもっと関わりをもっ
てほしい。

そこで新しい⻄の湖ロードを提案する。安⼟と近
江⼋幡をつなぎ、ヨシ笛ロードとも交わる⻄の湖
ロード(仮)をつくり、最終的には現在ビワイチプラ
スで指定されている『信⻑の夢と⽔辺の景観を味わ
うコース』の⼀部である⻄の湖から分岐して地域の
⼈、観光客がサイクリストになって、⻄の湖ロード
だけでも確⽴するような充実なスポットとすること
であみんちゅの増加を⽬指す。

⻄の湖ロードでまちと過ごそう

ストーリー

未来
⻄の湖ロードの作成
1、⻄の湖ルートの決定
2、⻄の湖ロードの整備
3、各エリアにサイクパークの設置

これらをを⾏う事で⻄の湖がサイクリ
ングという１つの⽂化から発展する。

過去
1818年、ドイツで森の管理をしていたドライ巣男爵が⾃転⾞を発
明し
特許を取得した。
ペダルはまだ発明されておらず、その間にまたがって乗った
２つの⾞輪を前後に並べ、その間にまたがって乗った
それが貴族階級の新しい遊びとして流⾏したのがサイクリングの
はじまり

⽇本では明治から。
ここでも最初はお⾦持ち層の娯楽とされていたが、⼤正になり普
及が本格化すると業務や家庭の実⽤に供された。
⻄の湖にかかわりのあるヨシ笛ロードは昭和63年に完成。

現在
⻄の湖付近ではサイクリング⽤の企
画がおこなわれている。「おうみは
ちまんPROJECT」（出典：レンタサ
イクル・リンク集｜近江⼋幡⾃転⾞
プロジェクト (siga.jp) ）と呼ばれる
そのプロジェクトはヴォーリズ建築
巡り、近江⼋幡商⼈まちなみ散策、
ヨシ笛ロード回遊があげられる。

その内、⻄の湖に1番関係するのが
ヨシ笛ロード。しかし⻄の湖の魅⼒
を伝えきれないのと、⻄の湖全体を
まわろうとすると⾃転⾞では危険な
場所があるというのが現状である。

そうしてサイクリ
ングロードが活性
化されることでま
ずは地域住⺠、そ
してサイクリング
をしに来た⼈に⻄
の湖のよい所を
回ってもらい、⾃
然保全のための⽀
援、レンタサイク
ル費、回ってもら
いながら他のプロ
ジェクトの利⽤で
あみんちゅになっ
てもらおう！

⻄の湖ロードの完成
↓

サイクリングする⼈の増加
⻄の湖を訪れる⼈の増加

↓
⻄の湖が滋賀にとって新しいお出
かけスポットに！
ビワイチ・プラスコースに登録さ
れサイクリング通にも周知される
ように

「ビワイチ（県内サイクリング）」についてのア
ンケート結果
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5270399.
pdf

+cycle プラスサイクル 滋賀 - ⼭も歴史も！ ⼤きく楽しむ南湖 …
https://pluscycle.shiga.jp/wp-
content/uploads/2021/01/biwaichiplus.pdf

信⻑の夢と
⽔辺の景観を
味わうコース

⻄の湖
内包

信⻑の
夢と
⽔辺の
景観を
味わう
コース

⻄の湖
ロード

今までのコースと
安⼟・近江⼋幡とつ
ながる⻄の湖メイン
のコースができる。

『おうみはちま
ん⾃転⾞
PROJECT ⾃転
⾞で⾛りたくな
るまちづくり
おすすめ⾃転⾞
ルート びわ湖
よし笛ロード』

http://siga.jp/cy
cle/root/yoshib
ue.php

地理院地図Vector（国土地理院）
https://maps.gsi.go.jp/vector/

を加工して作成



地理院地図Vector（国⼟地
理院）
https://maps.gsi.go.jp/vector/

を加⼯して作成





のんびり⻄の湖⽜歩〜未来社会の新たな畜産の形〜

松⽥杏奈



宣伝 ⼈材育成後継者・⽀援者

放牧を通して広がる事業



未来技術×畜産

ボストン・ダイナミクスの四⾜歩⾏ロボット
https://youtu.be/RBLnAhzPpTQ

移動和⽜レストラン
トヨタのe‐paletteを使⽤したMaaSで近江⼋幡駅周辺の店を⻄の湖に
写真：2018 International CESで発表されたe‐paletteのオープニング映像(youtube)
より抜粋 https://youtu.be/VeGaT7rWv_g

牧⽺⽝ロボット
無⼈で⽜を誘導可能

ワーコム⾃動散布
⽜糞をワーコムという酵素で消臭分解、⾃動散布ロボットやドローンで無⼈散布

ボストン・ダイナミクスの四⾜歩⾏ロボットを参照に
観光⽤として⽝らしいデザインにアレンジ



地形分析・操作

地理院地図

左図
⻄の湖周辺はヨシ地と⽥んぼ、荒れ地が混在し、ヨシ地近くは⾞で⾏け
るところといけないところも存在する。
また、⾞⽤、歩⾏者⽤道路が⻄の湖に近い。
参照：左上図 地理院地図Vector（国⼟地理院）を加⼯して作成 https://maps.gsi.go.jp/vector/

左下図 地理院地図(電⼦国⼟Web) https://maps.gsi.go.jp/#15/35.155243/136.121004/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1

断⾯図
⻄の湖周辺は⼟地の断⾯的特徴が多様。
よってそれを活かした放牧のための⾜場整備が必要である。ま
た、糞尿などをろ過する設備を同時に整備し、⼟に浄化性を持
たせる。

新畜舎
ー放牧範囲(ヨシ地含む)

⽜の歩ける範囲、地盤整備箇所



畜舎②(ロボットターミナル)
⾵を遮りつつ光を取り込み、中央を⺠間⼈が通ることができる仕
組みにより⼈にとっての快適性と⽜にとっての快適性を両⽴させ
る。放牧地側に庇を設けることで⼈、⽜ともに休憩する⽇影がで
きる。また、この畜舎は畜産系のロボットのターミナルでもあ
り、ここから各地へ派遣される。

様々な畜舎の実験的設置

畜舎①(衛⽣考慮)
観光の中⼼部となる最も⼤きく⽬⽴つ畜舎。
②とは違い、衛⽣観点から通り抜けできないが、畜舎の屋
根上を通ることが可能。
屋根⾯にはヨシで作られたヨシベニヤを使⽤。

畜舎 ③(余⽣牧場)
病気の⽜などいわゆる不可⾷⽜を扱う畜舎。
⼀頭ずつ⽜⼩屋が設けられ、感染などを防ぐ他、⽜たちが
過ごすテントの近くは⾜腰の弱い⽜のために砂地に。
また、病気が治ったが出荷できない⽜などは乗⾺ならぬ乗
⽜体験や⼩学⽣、畜産系学校の教育の場となる。



直接の畜産従事
者は機械化のた
め数は増えない
と予想するが、
様々な関連企業
や管理者が増え
ると考えられ
る。
http://www.machimura.maff.go.jp/mac
hi/contents/25/204/details.html 市
町村の姿
グラフと統計でみる農林⽔産業
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⼈

県⺠で近江⽜を⾷べる機会
のある⼈

内訳
ロボット管理者
ヨシ管理者
⽔質管理者
近江⽜研究員
新牧場の従業員

現在県⺠の3割が
近江⽜を⾷べる機
会を持っていな
い。様々な事業の
関わりや地元⺠の
⼿に届きやすい畜
産を⽬標にすれば
最終的には県⺠全
てが近江⽜を⾷べ
る機会を⼀度は持
つ。
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/
4003865.pdf 県⺠が求める⽜⾁について
のアンケート結果

関わる⼈「あみんちゅ」の増加



Concept
これからの⼈のつながりやその関わりを
近江⽜を中⼼とした畜産のあり⽅で考え
る。

古来より⽜は⻄の湖周辺の地域の⼈々とともにあ
り、今では近江⼋幡の⼀⼤産業となっている。しかし
近年コロナの影響で近江⽜の需要が下がり、経営が⽴
ち⾏かなくなったり、世界中で⾼まりつつある家畜の
QOL(クオリティオブライフ)、将来の⾼齢化社会に向け
ても新たな経営の仕⽅が求められている。そこで私
は、⼀定期間の⽜の放牧を提案する。放牧により⽔と
ヨシ、さらに⽜という新たな景観が⽣み出され、訪れ
る⼈や後継者の増加、⽜のQOL向上を図り、畜産の最先
端モデルや新ブランドの探求につながっていく。ま
た、⾁⽜以外にも獣害や代替⾁など未来の畜産と今の
畜産の関わりを考えていく。

のんびり⻄の湖⽜歩〜未来社会の新たな畜産の形〜

Data

Column

地理院地図(電⼦国⼟Web)
https://maps.gsi.go.jp/#15/35.155243/136.121004/&base=std&ls=std&disp=1
&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1

https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/5109410.pdf
滋賀の畜産2019 農政⽔産部畜産課 page5,8

Google map ★牧場 ♥⾁を扱う飲⾷店

⻄の湖周辺はヨシ地と⽥
んぼ、荒れ地が混在し、
ヨシ地近くは⾞で⾏ける
ところといけないところ
も存在する。
また、⾞⽤、歩⾏者⽤道
路が⻄の湖に近い。

滋賀の畜産の中で東近江
地域は最も⾁⽜の割合が
多く、成⻑期にある。
また、滋賀県全体では増
加中の飼養頭数に対して
飼養⼾数は減少し続けて
いる。⾁⽜の⽣産は効率
化のために多くの⽜を⼀
か所で⼀括管理する⽅法
がとられている。

安⼟駅、近江⼋幡駅⽅⾯
に集中する飲⾷店。⼀
⽅、畜産農家は⻄の湖北
部の⼤中⼲拓地にしかな
いため、店と牧場の関係
性が無い。

江⼾時代
それまで⽜は⽥畑を耕す道具であり、4,5,6⽉のヨシの⻘く柔らかい部分を⾷べていた。
明治時代
鉄道開発によって近江⽜として広まった。
現在
⻄の湖のすぐ北の⼤中の牧場では近江⽜が育てられている。⽩王町では獣害対策⽤に⼭裾に放
牧⽤牧場がある。培養⾁や代替⾁などの開発。⾁⽜以外の家畜は⻄の湖周辺では⾏っていな
い。
問題点：家畜のQOL(病気など⾷料となりえない⽜の⾏き先が無い、効率化しすぎた⽜の飼育環
境) 、⽜糞のメタンガスや悪臭
1年後
ワーコムを使った⽜糞の素早い分解、消臭が各牧場で⾏われる。
5年後
⻄の湖のヨシや⽔草を使った⽜の飼料の開発が始まる。新ブランド⻄の湖⽜。
近江⽜と代替⾁の味⽐較研究。
30年後
⽜糞のメタンガス発電施設。不可⾷処理場、放牧地の整備。
ヨシ地の利⽤数コントロールのために⼀部で放牧実験。
無⼈⾃動⾞による近江⼋幡、安⼟からのレストラン出張。
100年後
⽜の放牧を⻄の湖全体で⾏う。ワーコムを⾃動機械化、⽜の位置情報や体調などのデータ化、
牧⽺⽝ロボットが誕⽣。⻄の湖の⽔質改善により、⽜が⻄の湖の⽔を⾃由に飲めるように。
⽜が⻄の湖の周りを⾃由に歩く光景が⻄の湖を訪れる⼈への宣伝となって後継者にもつながっ
ていく。

Story

培養⾁：世界的に倫理観的問題や環境、⼈権尊重によって植物由来
の培養⾁の開発が⾏われている。しかし⽜には⾁の他に⾻や⽪などの
利⽤部位があること、⽜がいなくなることへの産業的、⽂化的、経済
的打撃が環境問題解決の程度と⾒合わないことから近い未来では全て
の⾁⽜が培養⾁にとって代わることはないとされる。

あみんちゅの増加 (数の変化)
直接の畜産従事者
は機械化のため数
は増えないと予想
するが、様々な関
連企業や管理者が
増えると考えられ
る。
http://www.machimura.maff.go.jp/
machi/contents/25/204/details.html
市町村の姿
グラフと統計でみる農林⽔産業

480

1000

0

200

400

600

800

1000

1200

現在 100年後予想

⼈

畜産従事者数(⾁⽜)

987000

1410000

0

200000

400000

600000

800000

1000000

1200000

1400000

1600000

現在 100年後予想

⼈

県⺠で近江⽜を⾷べる機会のある⼈内訳
ロボット管理者
ヨシ管理者
⽔質管理者
近江⽜研究員
新牧場の従業員

現在県⺠の3割が近江
⽜を⾷べる機会を持っ
ていない。様々な事業
の関わりや地元⺠の⼿
に届きやすい畜産を⽬
標にすれば最終的には
県⺠全てが近江⽜を⾷
べる機会を⼀度は持
つ。
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachm
ent/4003865.pdf 県⺠が求める⽜⾁に
ついてのアンケート結果

Diagram

宣伝
⼈材育成

後継者・⽀援
者

新畜舎
ー放牧範囲(ヨシ地含む)

⽜の歩ける範囲、地盤整備箇所

ヨシの使⽤量
畜舎⼀棟につき葦ベニヤ屋根：300万束
⽜の⼀年の放牧による消費：5760㎏＝6.4万束
参照：https://blog.goo.ne.jp/mas-an/e/
7921c64d3b6260eb14d6334d774a88cc

廃棄物のプロジェクト⻄の湖
美化計画できれいになった⽔
を⽜が飲み、また、美化計画
の整備地を放牧場としても利
⽤する。

牧⽺⽝ロボット
無⼈で⽜を誘導可
能ボストン・ダイナミクスの四
⾜歩⾏ロボットを参照に観光⽤
として⽝らしいデザインにアレ
ンジ

ワーコム⾃動散布
⽜糞をワーコムという酵素で消臭分解、
⾃動散布ロボットやドローンで無⼈散布

https://tanatiku.com/grazing‐tans‐cattle
⽥中畜産 放牧のこだわり

放牧は繁殖⽤に育てられたお
⺟さん⽜が役⽬を終えた後の
経産⽜から短期に開始し、
徐々に完全放牧へと切り替え
る。
年齢を重ねた経産⽜は⾁の味
が濃く、放牧による運動量と
ヨシの⻘草で⽢みと⾵味を⽣
み、さらに熟成させることで
近江⽜の味を最⼤限に活かせ
る。

草津にある精⾁店サカエヤで
は海外ブランド放牧⽜ジビー
フの熟成を⾏った経験があ
る。
http://www.omigyu.co.jp/product.html
サカエヤホームページ
完全放牧野⽣⽜（ジビーフ）

地理院地図Vector（国⼟地理院）を加⼯して作成 https://maps.gsi.go.jp/vector/

ボストン・ダイナミクスの四⾜歩
⾏ロボット
https://youtu.be/RBLnAhzPpTQ

移動和⽜レストラン
トヨタのe‐paletteを使⽤したMaaSで近江
⼋幡駅周辺の店を⻄の湖に
写真：2018 International CESで発表された
e‐paletteのオープニング映像(youtube)よ
り抜粋 https://youtu.be/VeGaT7rWv_g



断⾯図
⻄の湖周辺は⼟地の断⾯的特徴が多様。
よってそれを活かした放牧のための⾜場整備が必要である。また、糞尿などをろ過する設備
を同時に整備し、⼟に浄化性を持たせる。

畜舎②(ロボットターミナル)
⾵を遮りつつ光を取り込み、中央を⺠間⼈が通ることがで
きる仕組みにより⼈にとっての快適性と⽜にとっての快適
性を両⽴させる。放牧地側に庇を設けることで⼈、⽜とも
に休憩する⽇影ができる。また、この畜舎は畜産系のロ
ボットのターミナルでもあり、ここから各地へ派遣され
る。

Drawing

畜舎①(衛⽣考慮)
観光の中⼼部となる最も⼤きく⽬⽴つ畜舎。
②とは違い、衛⽣観点から通り抜けできないが、畜舎の屋根上を通ることが可能。
屋根⾯にはヨシで作られたヨシベニヤを使⽤。

畜舎 ③(余⽣牧場)
病気の⽜などいわゆる不可⾷⽜を扱う畜舎。
⼀頭ずつ⽜⼩屋が設けられ、感染などを防ぐ他、⽜たちが過ごすテントの近くは⾜腰の弱い⽜のために砂地に。
また、病気が治ったが出荷できない⽜などは乗⾺ならぬ乗⽜体験や⼩学⽣、畜産系学校の教育の場となる。





琵琶パールを⾝近な所にも、特別な瞬間にも

権藤友菜



コンセプト

現在は廃棄されていると考えられるイケチョウ
ガイの⾙殻を様々なモノに活⽤するとともに、
琵琶パールの⽣産を安定させ、より多くの⼈に
琵琶パールに触れてもらう。

機械の導⼊
マニュアル化
⽔環境の改善

観光客の琵琶パールオペ体験
アクセサリー作り
⾝を使った料理

琵琶パールハウスで琵琶パールに触れる
イケチョウガイで作ったものを⾝に付ける
オンラインでの販売



地理院地図Vector https://maps.gsi.go.jp/vector/
を加⼯して作成



琵琶パールハウス 平⾯図

デッキ

カウンター

▲

現在⻄の湖周辺には琵琶パールに触れる場所が
ないため、サイクリングロードや⻄の湖ステー
ションなど、
⼈が通る場所に販売所を設け、琵琶パールを実
際に⼿に取ってもらう。
これを機会に琵琶パールの魅⼒を知ってもら
う。

ヨシを⽤いることで⻄の湖ならではの琵琶パー
ルハウスとなり、デッキが外部と内部をゆるや
かにつなげる。より⼈々に親しみやすくしてい
る。





⻄の湖 断⾯

琵琶パールに関わる
⼈の変化の予想

琵琶パールに直接
関わる⼈より、
取引先など広い範囲
で関わる⼈が増加
すると予想する。
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現在は廃棄されていると考えられるイケチョウ
ガイの⾙殻を様々なモノに活⽤するとともに、
琵琶パールの⽣産を安定させ、より多くの⼈に

琵琶パールに触れてもらう。

機械の導⼊
マニュアル
化
⽔環境の改
善

観光客の琵琶パールオペ体
験
アクセサリー作り
⾝を使った料理

琵琶パール販売所で琵琶パールに触れる
イケチョウガイで作ったものを⾝に付け
る
オンラインでの販売

琵琶パールに関わる⼈の変化の予想

琵琶パールに直接関わる⼈より、
取引先など広い範囲で関わる⼈が増加
すると予想する。

琵琶パールを⾝近な所にも、特別な瞬間にも

地理院地図Vector（国⼟地理院）を加⼯して作成
https://maps.gsi.go.jp/vector/



⻄の湖 断⾯ サイクリングロードや⻄の湖ステーションなど、
⼈が通る場所に販売所を
設け、琵琶パールを実際に
⼿に取ってもらう。
これを機会に琵琶パールの魅⼒を知ってもらう。
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琵琶パールハウス 平⾯図

デ
ッ
キ

▲

現在⻄の湖周辺には琵琶パールに触れる場所がないため、サイクリングロードや⻄
の湖ステーションなど、
⼈が通る場所に販売所を設け、琵琶パールを実際に⼿に取ってもらう。
これを機会に琵琶パールの魅⼒を知ってもらう。

ヨシを⽤いることで⻄の湖ならではの琵琶パールハウスとなり、デッキが外部と内
部をゆるやかにつなげる。より⼈々に親しみやすくしている。
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